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可
決
し
た
議
案

第
2
回
定
例
会

条　

例

市
長
提
出
議
案

◆
三
鷹
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に

つ
い
て

◆
三
鷹
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専

決
処
分
に
つ
い
て

　

こ
の
２
つ
の
議
案
は
、
地
方

税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
平
成
20
年
４
月
30
日
に
公

布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
同
日

中
に
三
鷹
市
市
税
条
例
及
び
三

鷹
市
国
民
健
康
保
険
条
例
を
改

正
し
て
施
行
す
る
必
要
が
生
じ

た
が
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
た

め
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余

裕
が
な
い
の
で
、
地
方
自
治
法

第
179
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
20
年
４
月
30
日
、
市

長
に
お
い
て
専
決
処
分
を
行
っ

た
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
住
民
基
本
台
帳
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
規
定
の
整
備
を
行

う
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
平
成
20
年
４
月
30

日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
専
決
処
分
を
行
っ
た
項
目

以
外
の
項
目
に
つ
い
て
、
三
鷹

市
市
税
条
例
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

　

三
鷹
都
市
計
画
調
布
保
谷
線

沿
線
地
区
地
区
整
備
計
画
区
域

に
お
い
て
、
建
築
物
の
最
低
敷

地
面
積
を
定
め
て
い
な
か
っ
た

地
域
の
最
低
敷
地
面
積
を
75
平

方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
と
と
も

に
、
同
地
域
内
の
近
隣
商
業
地

域
で
住
宅
や
共
同
住
宅
以
外
の

建
築
物
の
敷
地
と
し
て
使
用
す

る
場
合
は
、
最
低
敷
地
面
積
の

適
用
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る

も
の
で
す
。

【
補
正
予
算
】

◆
平
成
20
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
千
911
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
578
億
６
千
911
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
予
算
で
は
、
総
務
費

で
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の

増
431
万
３
千
円
で
す
。
東
京
都

市
収
益
事
業
組
合
負
担
金
に
係

る
精
算
返
還
金
に
つ
い
て
同
基

金
へ
の
元
金
積
立
を
行
う
も
の

で
す
。
次
に
、
民
生
費
で
、
生

活
安
定
応
援
事
業
費
989
万
６
千

円
で
す
。
低
所
得
者
の
安
定
し

た
生
活
の
確
保
を
図
る
た
め
、

東
京
都
の
生
活
安
定
化
総
合
対

策
事
業
の
一
環
と
し
て
、
相
談

窓
口
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

次
に
、
教
育
費
で
、
総
合
教
育

相
談
窓
口
事
業
費
の
増
490
万
１

千
円
で
す
。
学
校
や
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
児
童

生
徒
へ
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
を
行

う
教
育
相
談
員
を
１
人
増
員

し
、
総
合
教
育
相
談
窓
口
に
配

置
し
て
教
育
相
談
事
業
の
充
実

◆
三
鷹
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
戸
籍
の
謄
抄
本
等
の
交
付

を
請
求
で
き
る
場
合
が
限
定
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
規
定
の
整

備
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
立
母
子
生
活
支
援
施

設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例◆
三
鷹
市
立
保
育
園
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
の
２
つ
の
議
案
は
、
老
朽

化
し
た
三
鷹
市
立
母
子
生
活
支

援
施
設
三
鷹
寮
及
び
三
鷹
市
立

中
央
保
育
園
の
建
替
え
に
伴

い
、
公
布
の
日
か
ら
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
、
両
施
設

の
位
置
を
三
鷹
市
上
連
雀
六
丁

目
25
番
31
号
に
変
更
す
る
と
と

も
に
、
三
鷹
市
立
母
子
生
活
支

援
施
設
三
鷹
寮
の
入
所
世
帯
の

定
数
を
11
世
帯
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
福
祉
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◆
三
鷹
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◆
三
鷹
市
市
民
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
の
３
つ
の
議
案
は
、
市
が

設
置
者
等
と
な
っ
て
い
る
福
祉

住
宅
・
市
営
住
宅
・
市
民
住
宅

か
ら
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当

な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
排

除
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
地
区
計
画
の
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

歳
入
予
算
で
は
、
都
支
出
金

１
千
479
万
７
千
円
の
増
で
す
。

生
活
安
定
応
援
事
業
費
及
び
総

合
教
育
相
談
窓
口
事
業
費
に
係

る
東
京
都
の
委
託
金
で
す
。
次

に
、
諸
収
入
431
万
３
千
円
の
増

で
す
。
東
京
都
市
収
益
事
業
組

合
負
担
金
の
精
算
返
還
金
を
計

上
す
る
も
の
で
す
。

【
契
約
】

◆
三
鷹
市
公
共
下
水
道
事
業
に

係
る
雨
水
管
等
整
備
業
務
委
託

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

都
市
型
水
害
対
策
計
画
に
基

づ
き
、
平
成
18
・
19
年
度
に
引

き
続
き
中
原
地
区
分
流
区
域
内

の
雨
水
管
等
整
備
事
業
と
し
て

業
務
委
託
契
約
の
締
結
を
行
う

も
の
で
す
。

【
人
事
議
案
】

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

石
井
八
重
子
氏
（
再
任
）

上
田　
　

定
氏
（
再
任
）

山
本　

正
和
氏
（
新
任
）

【
そ
の
他
】

◆
三み

鷹た
か

子こ

ど
も
憲け

ん
し
ょ
う章

　

三
鷹
の
子
ど
も
た
ち
が
、
未

来
に
向
け
て
夢
や
希
望
を
持

ち
、
明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気

よ
く
、
心
身
と
も
に
す
こ
や
か

に
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
子
ど
も
と
大
人
の
共

通
目
標
を
、
三
鷹
子
ど
も
憲
章

と
し
て
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
京
都
市
収
益
事
業
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　

東
京
都
市
収
益
事
業
組
合
の

事
務
所
が
、
清
瀬
市
中
里
五
丁

目
842
番
地
に
移
転
す
る
た
め
、

東
京
都
市
収
益
事
業
組
合
規
約

を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案

【
意
見
書
（
要
旨
）
】

▪
福
祉
人
材
確
保
に
向
け
た
施

策
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　

今
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
分

野
を
中
心
に
福
祉
施
設
で
は
職

員
が
定
着
せ
ず
、
人
材
確
保
が

極
め
て
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

昨
年
８
月
に
改
定
さ
れ
た
国
の

福
祉
人
材
確
保
指
針
で
は
「
労

働
環
境
の
改
善
」
が
大
き
く
打

ち
出
さ
れ
た
。
自
治
体
の
役
割

と
し
て
も
、
福
祉
人
材
の
給
与

等
の
水
準
把
握
、
労
働
時
間
の

短
縮
の
推
進
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
新
指
針
を
国
や

自
治
体
、
福
祉
関
係
者
が
力
を

合
わ
せ
て
実
効
あ
る
も
の
に
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
福
祉
人

材
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
賃

金
・
労
働
条
件
の
向
上
と
職
員

配
置
基
準
の
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
。
よ
っ
て
、本
市
議
会
は
、

政
府
及
び
東
京
都
に
対
し
、
福

祉
人
材
確
保
に
向
け
た
施
策
の

充
実
を
求
め
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
要
望
す
る
。

⑴
福
祉
人
材
の
賃
金
・
労
働
条

件
の
向
上
、
職
員
配
置
基
準
の

改
善
を
す
る
こ
と
。
⑵
職
員
の

賃
金
・
労
働
条
件
の
向
上
、
職

員
配
置
基
準
等
の
改
善
を
し
、

福
祉
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
。

▪
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

に
関
す
る
意
見
書

　

女
性
の
が
ん
で
あ
る
子
宮
頸

が
ん
の
死
亡
率
は
高
く
、
毎
年

約
８
千
人
が
子
宮
頸
が
ん
と
診

断
さ
れ
、
約
２
千
500
人
が
亡
く

な
っ
て
い
る
。
子
宮
頸
が
ん
に

は
、
他
の
が
ん
に
な
い
特
徴
が

あ
り
、
そ
の
一
つ
は
、
発
症
年

齢
が
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
子

宮
頸
が
ん
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど

が
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
に
よ
る
感
染
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
ま
だ
日
本
で
は
こ
の
Ｈ
Ｐ

Ｖ
感
染
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン

が
承
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

我
が
国
に
お
い
て
も
予
防
ワ
ク

チ
ン
へ
の
期
待
は
高
ま
っ
て
い

る
。
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、

政
府
に
対
し
、
子
宮
頸
が
ん
の

予
防
・
早
期
発
見
の
た
め
の
取

り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
次

の
項
目
に
つ
い
て
早
急
に
実
現

す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

⑴
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
早
期
承
認
に
向
け
た
審
査
を

進
め
る
こ
と
。
⑵
女
性
の
一
生

に
お
い
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
の
可
能

性
が
高
い
こ
と
、
ま
た
予
防
可

能
な
が
ん
で
あ
る
こ
と
を
か
ん

が
み
、
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
承
認

さ
れ
た
後
は
、
そ
の
推
進
を
図

る
た
め
に
接
種
へ
の
助
成
を
行

う
こ
と
。
⑶
日
本
に
お
け
る
ワ

ク
チ
ン
の
開
発
、
製
造
、
接
種

の
あ
り
方
に
関
し
て
、
世
界
の

動
向
等
も
考
慮
し
検
討
を
進

め
、必
要
な
対
応
を
行
う
こ
と
。

▪
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
強

化
を
求
め
る
意
見
書

　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
が
緊

急
で
重
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
世
界
で
サ
イ
ク
ロ
ン
・
ハ
リ

ケ
ー
ン
被
害
や
干
ば
つ
、
さ
ら

に
集
中
豪
雨
な
ど
異
常
気
象
現

象
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
本

市
で
も
集
中
豪
雨
に
よ
る
都
市

型
水
害
も
発
生
し
て
い
る
。
国

連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
は
、

温
暖
化
が
「
回
復
不
可
能
な
結

果
を
も
た
ら
す
可
能
性
」
を
警

告
し
て
い
る
。
今
、
日
本
政
府

の
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
中
期

目
標
設
定
と
防
止
策
を
示
す
政

治
決
断
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、本
市
議
会
は
、政
府
に

対
し
、
次
の
事
項
を
求
め
る
。

⑴
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
「
セ

ク
タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ
方
式
」

を
検
証
し
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
並
み
の

産
業
側
と
の
協
定
、
排
出
量
取

引
措
置
な
ど
を
と
り
、
中
期
目

標
を
設
定
す
る
こ
と
。
⑵
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
装
置
へ
の
抜

本
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
。
⑶

自
治
体
や
市
民
が
取
り
組
ん
で

い
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
取

り
組
み
に
積
極
的
な
支
援
策
を

講
ず
る
こ
と
。

▪
「
障
害
者
権
利
条
約
」
批
准

へ
向
け
、
国
内
法
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書

　

21
世
紀
最
初
の
人
権
条
約
で

あ
る
「
障
害
者
権
利
条
約
」

は
、
人
権
保
障
の
国
際
的
到
達

点
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
自
立

支
援
法
で
は
障
が
い
者
が
生
き

て
い
く
た
め
に
必
要
な
最
低
限

の
支
援
を
「
益
」
と
み
な
し
、

費
用
を
課
し
て
お
り
、
障
が
い

者
の
社
会
参
加
と
人
権
保
障
を

う
た
っ
た
「
障
害
者
権
利
条

約
」
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、本
市
議
会
は
、政
府
に

対
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
自

由
と
権
利
を
保
障
す
る
た
め
自

立
支
援
法
の
抜
本
的
見
直
し
と

障
が
い
者
法
制
・
施
策
を
国
際

的
水
準
に
改
善
す
る
た
め
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

⑴
条
約
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
、

難
病
患
者
を
初
め
す
べ
て
の
障

が
い
者
が
福
祉
施
策
の
対
象
と

な
る
よ
う
障
が
い
の
定
義
を
見

直
す
こ
と
。
⑵
平
等
を
保
障
す

る
た
め
の
「
障
害
者
差
別
禁
止

法
」（
仮
称
）の
制
定
を
初
め
、

障
が
い
の
あ
る
す
べ
て
の
人

に
、
「
障
害
者
権
利
条
約
」
で

う
た
わ
れ
た
権
利
が
保
障
さ
れ

る
よ
う
、
国
内
法
の
是
正
・
見

直
し
を
早
急
に
行
う
こ
と
。
⑶

条
約
の
批
准
に
向
け
て
、
「
障

害
者
自
立
支
援
法
」
を
抜
本
的

に
見
直
す
こ
と
。
⑷
国
内
法
制

度
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
、
障

が
い
の
あ
る
人
や
関
係
団
体
の

参
加
を
重
視
す
る
こ
と
。

▪
社
会
保
障
の
必
要
額
の
縮
減

中
止
を
求
め
る
意
見
書

　

政
府
は
こ
の
間
、
財
政
悪
化

を
抑
制
し
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
を
回
復
す
る
と
称
し
て

社
会
保
障
に
必
要
な
予
算
を
削

減
し
続
け
て
き
た
。
こ
の
必
要

額
の
縮
減
の
影
響
は
、
医
療
や

年
金
、
介
護
、
生
活
保
護
、
雇

用
保
険
へ
と
広
範
に
及
び
、
国

民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
、
生
活
苦
を
も
た
ら
し
て
き

た
。
現
在
、
国
民
が
政
府
に
求

め
て
い
る
も
の
は
、
国
民
の
生

活
不
安
を
解
消
し
、
憲
法
第
25

条
の
定
め
に
基
づ
き
社
会
保
障

な
ど
に
よ
っ
て
国
民
生
活
を
支

援
す
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

政
府
に
対
し
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
強
く
要
望
す
る
。

⑴
社
会
保
障
の
縮
減
を
や
め
、

必
要
額
を
措
置
す
る
こ
と
。
⑵

予
算
編
成
は
憲
法
第
25
条
に
基

づ
い
て
徹
底
的
に
改
善
す
る
こ

と
。
⑶
必
要
な
財
源
は
消
費
税

に
頼
る
こ
と
な
く
、
税
制
度
を

応
能
負
担
の
原
則
に
基
づ
い
て

是
正
す
る
こ
と
。

そ
の
他

人
事
議
案

意
見
書
（
要
旨
）

議
員
提
出
議
案

補
正
予
算

契　

約

教育相談事業の充実が期待される
……総合教育相談窓口


